
巨大なかぼちゃ勢揃い�

　10月14日、昭和地区で開かれた「ドリーム　パンプキン　フェスティバ�
ル」。別海南瓜倶楽部（浦部戸良夫会長）の主催で行われ、今年で11回目。�
ウエイト、バストを競いました。�
　並べるだけでも大変なアトランティック　ジャイアントというこのかぼ�
ちゃは、大人でも一人で持つことができないほどの大きさ。この日行われ�
た重量コンテストでは、96.4㎏の新記録で志賀則由さんが初優勝。昼には�
かぼちゃ料理がふるまわれ、収穫の秋を味わいました。�

平成12年�
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平
成
十
二
年
四
月
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
下
に
お
け
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、「
通
所
介
護
」
と
い
う
枠
組
み
に
よ
り

再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
大
き
く
変

え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
く
分
け
る
と
次
の
二
点

に
な
り
ま
す
。

「笑顔と空間」を大切に

別海デイサービスセンター
別海デイサービスセンター（施設長楢山満夫）は平成６年４月に開設した在宅介護サービス

施設の拠点です。在宅で生活する高齢者の自立と心身機能の維持向上、社会性の維持発達を援
助する役割と、また、家族の心身の負担の軽減等を目的にして、町のデイサービス事業がスタ
ートしました。デイサービス事業の特徴は、昼間の時間を利用した通所サービスにあります。

「憩の森」を散歩する利用者

１．
「
介
護
」
を
社
会
が

代
わ
っ
て
行
い
ま
す

在
宅
介
護
に
つ
い
て
の
大
き

な
問
題
は
、
先
が
見
え
な
い
、

不
安
感
や
あ
せ
り
で
介
護
者
が

疲
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

そ
こ
で
日
常
的
に
必
要
不
可
欠

な
身
体
的
介
護
を
家
族
に
代
わ

っ
て
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
入
浴
に
つ
い

て
は
家
族
に
よ
る
、
し
か
も
介

護
者
だ
け
で
行
う
こ
と
は
か
な

り
困
難
で
危
険
も
伴
い
ま
す
。

あ
る
時
間
帯
介
護
を
社
会
が
代

わ
っ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
介

護
者
は
そ
の
間
休
息
で
き
、
介

護
の
意
欲
、
継
続
性
も
高
ま
り

ま
す
。

生
活
を
助
け
、
社
会
的
孤
立

感
を
な
く
し
て
、
心
身
機
能
の

維
持
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

２．
「
楽
し
い
」
生
活
空
間

「
と
じ
こ
も
り
」
の
弊
害
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
孤
独
な

生
活
、
変
化
の
な
い
生
活
環
境

に
常
時
置
か
れ
る
こ
と
は
人
間

に
と
っ
て
耐
え
難
い
こ
と
で
す
。

自
宅
以
外
の
居
場
所
や
出
か
け

ら
れ
る
場
所
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
そ
こ
に
は
、
馴
染
み
の

通
所
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
温

か
い
関
係
が
生
ま
れ
、
た
と
え
、

寝
た
き
り
の
状
態
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
痴
呆
が
進
行
し
た
と

し
て
も
、よ
り
豊
か
な
社
会（
人

間
）
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

人
は
生
き
る
た
め
に
目
標
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
目

標
で
す
。
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「
楽
し
く
て
、
良
い
所
」
と
評
判

現
在
七
十
七
名
の
方
が
通
所
さ
れ
、

週
一
回
か
ら
三
回
の
利
用
状
況
で
す
。

一
月

ひ
と
つ
き

の
延
べ
利
用
者
数
は
三
百
五
十
七

人
で
、
一
日
平
均
十
六
・
五
人
で
す
。

利
用
者
の
方
々
の
要
介
護
度
は
、
要
支

援
が
九
名
、
要
介
護
１
が
三
十
五
名
、

要
介
護
２
が
十
三
名
、
要
介
護
３
が
五

名
、
要
介
護
４
が
六
名
、
要
介
護
５
が

四
名
、
そ
の
他
自
立
支
援
の
対
象
者
が

五
名
お
ら
れ
ま
す
。

事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
年
一

回
の
日
帰
り
旅
行
を
始
め
、
季
節
感
を

盛
り
込
ん
だ
各
種
行
事
に
も
工
夫
を
凝

ら
す
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
常
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
ち
ぎ
り
絵
、
折

り
紙
工
作
、
習
字
な
ど

の
創
作
活
動
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ

た
競
技
形
式
で
行
う
風

船
バ
レ
ー
、
ベ
ン
チ
ホ

ッ
ケ
ー
、
玉
入
れ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
通
じ
て
、
利

用
者
の
方
々
の
能
動
的

な
活
動
を
引
き
出
す
援

助
に
目
標
を
お
い
て
い

ま
す
。
仲
間
と
励
ま
し

合
っ
た
り
、
可
能
な
限

り
役
割
分
担
を
し
あ
い

な
が
ら
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
日
常
生
活

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。今

後
と
も
、
町
民
一

人
ひ
と
り
の
笑
顔
を
大

切
に
、
要
介
護
者
の
方

の
多
様
な
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
ホ
ッ
と
で
き
る

空
間
づ
く
り
、
利
用
者
の
方
も
家
族
の

方
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
す
考
え
で
す
。

こ
の
施
設
を
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
方
々
の
た
め
に
も
、
将
来
利
用
さ
れ

る
方
々
の
た
め
に
も
施
設
は
必
要
で
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
援
助
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
送
迎
」「
食
事
」「
入
浴
」「
機
能
訓

練
」「
生
活
指
導
」「
そ
の
他
必
要
な
介
護
」
を
行
い
、
利
用
者
の
皆
様
か

ら
は
「
楽
し
く
て
、
良
い
所
」「
町
は
良
い
も
の
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
」

と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ゲームを楽しむ利用者

根室市の「道の駅スワン44ねむろ」へバスレク

平成11年10月の「利用者交流会」
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《
健
康
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
者
》

▽
小
学
生
男
子

滝
吉
　
　
翔
（
別
海
町
）

▽
同
女
子

高
井
　
愛
実
（
江
別
市
）

▽
中
学
生
男
子

永
坂
　
幸
也
（
浜
中
町
）

▽
同
女
子

佐
藤
　
里
沙
（
浜
中
町
）

▽
高
校
生
男
子

長
瀬
　
竜
希
（
標
茶
町
）

▽
一
般
男
子

高
橋
　
東
吾
（
釧
路
町
）

▽
一
般
女
子

富
田
　
恵
美
（
中
西
別
）

一
般
参
加
者
／
男
子

福
森
　
良
寛
（
名
古
屋
市
）

２
時
間
32
分
18
秒

一
般
参
加
者
／
女
子
　

津
崎
　
誠
子
（
札
幌
市
）

３
時
間
03
分
27
秒

招
待
選
手
／
男
子

前
田
　
康
弘
（
富
士
通
）

２
時
間
21
分
11
秒

招
待
選
手
／
女
子

浅
井
え
り
子
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ａ
Ｔ
）

２
時
間
54
分
09
秒

《パイロットマラソン優勝者》
十
月
一
日
、
全
国
か
ら
大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー

を
迎
え
、
第
二
十
二
回
別
海
町
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
招
待
選
手
男
女
八
人
の
ほ
か
、
全

国
各
地
か
ら
男
性
二
百
六
十
七
人
・
女
性
二

十
八
人
・
合
計
三
百
三
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
選
手
は
、
午
前
十
時
に
陸
上
競
技
場

を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
国
道
２
４
３
号
を

折
り
返
す
４
２
・
１
９
５
キ
ロ
の
日
本
陸
連

公
認
コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
秋
風
の
吹
く

中
を
自
己
ベ
ス
ト
目
指
し
て
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
開
催
の
第
十
五
回
パ
イ
ロ
ッ

ト
健
康
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
町
内
外
の
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
三
百
六
十
五
人
が
参
加
。
同

陸
上
競
技
場
を
午
前
十
一
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、

市
街
地
を
一
周
す
る
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
マ

イ
ペ
ー
ス
で
走
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

パイロットマラソン�パイロットマラソン�

あきあじまつり�あきあじまつり�あきあじまつり�あきあじまつり�



5 11

五
回
目
の
今
年
は
別
海
が
優
勝

十
月
十
五
日
、
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な

ど
六
会
場
で
「
遊
ぼ
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
in
別
海
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
別
海
町
内
九
地
区
が
六
種
目
で

そ
れ
ぞ
れ
競
い
合
い
、
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
町

づ
く
り
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
小
学
生
か
ら
八
十
八
歳
ま
で
の
七
百

五
十
人
は
、
秋
空
の
下
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

総
合
優
勝
／
別
海
、
準
優
勝
／
中
春
別
、
三
位
／

西
春
別
駅
前

（
一
位
の
み
掲
載
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／

本
別
海
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
／
別
海
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
／

中
西
別
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
／
尾
岱
沼
、

軟
式
野
球
／
尾
岱

沼
、
駅
伝
／
別
海

駅
伝
大
会

九
月
二
十
三
日
、

第
三
十
六
回
別
海
町

駅
伝
大
会
・
第
二
十

八
回
別
海
町
中
学
校

駅
伝
大
会
・
第
四
回

女
子
駅
伝
大
会
が
、

西
春
別
運
動
広
場
か

ら
町
営
陸
上
競
技
場

ま
で
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
晴

の
下
で
、
一
般
・
高
校
の
部
に
は
二
十
一
チ
ー
ム

が
六
区
間
３
８
・
１
キ
ロ
、
中
学
校
・
女
子
の
部

は
十
五
チ
ー
ム
が
七
区
間
３
４
・
５
キ
ロ
を
力
走

し
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
に
続
き
、
札
幌
別
海
ふ

る
さ
と
会
や
各
地
か
ら
の
参
加
チ
ー
ム
で
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

各
部
の
一
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
中
学
校
の
部
／
別
海
中
央
走
魂
　
２
時
間
０
６

分
１
０
秒
▽
女
子
の
部
／
中
標
津
広
陵
中
学
校

２
時
間
３
４
分
４
６
秒
▽
高
校
の
部
／
中
標
津
高

校
　
２
時
間
２
２
分
５
９
秒
▽
一
般
の
部
／
第
五

師
団
　
２
時
間
０
５
分
１
２
秒
（
大
会
新
）

スポーツの秋 食欲の秋

十
月
九
日
、
第
四
十
回
西
別
川
あ
き
あ
じ
ま
つ
り
が
、
別

海
漁
協
前
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
統
の
献
上
鮭
を
味
わ
お
う
と
、
会
場
に
は
町
内
外
か
ら

多
く
の
人
々
が
訪
れ
お
お
に
ぎ
わ
い
。
秋
サ
ケ
の
即
売
コ
ー

ナ
で
は
、
原
価
提
供
と
あ
っ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
売
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
四
十
回
の
節
目
の
特
別
企
画
と
し
て
、

サ
ケ
の
切
り
身
が
一
パ
ッ
ク
四
十
円
で
販
売
さ
れ
長
蛇
の
列

が
で
き
る
ほ
ど
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
あ
き
あ
じ
鍋
大
即
売
、

サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ
ー
、
ア
サ
リ
す
く
い
な
ど
浜
の
特
産
物
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷
土
芸
能
ビ
ン
踊
り
、
女
腕
相
撲
大
会
、

歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
あ
き
あ
じ
鍋
や
チ

ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
な
ど
秋
の
味
覚
を
思
う
存
分
味
わ
い
な
が
ら
、

祝
日
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ
ー

辺見　マリ　　辺見　マリ　　　健康マラソン�辺見　マリ　　

健康マラソン辺見　マリ　　　健康マラソン�健康マラソン�
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

故
村
岡
吉
秋
氏
に

「
勲
六
等
単
光
旭
日
章
」

九
月
二
十
二
日
、
故
村
岡
吉
秋

さ
ん
（
西
春
別
２
７
１
番
地
の
１
）

に
対
す
る
特
別
叙
勲
の
伝
達
式
が

村
岡
さ
ん
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
村
岡
吉
秋
さ
ん
は
、
昭
和
三

十
四
年
別
海
村
議
会
議
員
に
初
当

選
し
て
か
ら
四
期
十
六
年
、
産
業

常
任
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
る

な
ど
、
町
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ

と
で
特
別
叙
勲
の
「
勲
六
等
単
光

旭
日
章
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

伝
達
は
村
岡
吉
秋
さ
ん
の
遺
影

の
前
で
行
わ
れ
、
根
室
支
庁
芝
垣

年
夫
副
支
庁
か
ら
吉
秋
さ
ん
の
長

男
の
雅
吉
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

九
月
十
九
日
、
根
室
支
庁
主
催

で
一
市
四
町
、
自
衛
隊
、
警
察
、

海
上
保
安
部
、
消
防
な
ど
十
六
機

関
が
参
加
し
、
根
室
地
域
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

管
内
全
体
で
の
防
災
訓
練
は
道

内
で
も
初
め
て
の
試
み
で
、
こ
の

日
午
前
八
時
四
十
分
に
根
室
市
で

震
度
六
強
、
別
海
町
は
震
度
六
弱

の
地
震
が
発
生
。
水
道
、
ガ
ス
、

電
気
、
電
話
が
使
用
不
能
と
い
う

想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
は
す
ぐ
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
情
報
を
収
集
。
十
一
時

三
十
分
に
は
、
資
機
材
の
斡
旋
を

支
庁
に
要
請
し
ま
し
た
。

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
走
古
丹

地
区
で
は
十
二
時
十
五
分
に
津
波

に
よ
る
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、

地
域
住
民
全
員
が
走
古
丹
地
域
防

災
セ
ン
タ
ー
に
避
難
。
住
民
は
自

衛
隊
に
よ
る
給
水
車
が
到
着
す
る

と
ポ
リ
袋
に
水
を
入
れ
る
訓
練
を

手
際
良
く
行
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き

パ
チ
ン
コ
大
会

九
月
十
九
日
、「
第
七
回
い
つ
ま

で
も
元
気
で
長
生
き
パ
チ
ン
コ
大

会
」
が
パ
チ
ン
コ
パ
ー
ラ
ー
・
ジ

ョ
イ
フ
ル
（
玉
川
正
吉
代
表
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
方
に
日

常
体
験
で
き
な
い
パ
チ
ン
コ
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ジ
ョ
イ
フ

ル
さ
ん
の
招
待
に
よ
り
開
か
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
が
七
回
目
。

従
業
員
と
一
緒
に
来
た
車
椅
子

の
入
所
者
は
慣
れ
な
い
パ
チ
ン
コ

台
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
数
字

や
絵
柄
が
揃
う
と
思
わ
ず
ニ
ッ
コ

リ
。
大
会
が
終
了
す
る
と
参
加
者

全
員
に
商
品
が
手
渡
さ
れ
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

根
室
管
内
全
体
で

合
同
防
災
訓
練
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児童生徒研究発表会
教育委員会では、町内の児童生徒が日頃の活動や

自由研究の成果を発表し合い、本町の教育活動の発
展向上に寄与する目的で去る９月25日上風連小学校・
上風連中学校を会場に別海町児童生徒研究発表大会
を開催しました。成績は次のとおりです。
小学校の部
［個人］最優秀賞／「西別川の水質とその浄化」（別
海中央小）笹村美沙都、小椋恵里、南由佳、五島つ

かさ　優秀賞／「ミミズの研究」（中春別小）友貞公
宏、田中裕太、「馬車鉄道の跡を探して」（別海中央
小）外川理沙、宮越真奈、「ヘルスパークの薬草大研
究」（中春別小）中西由宇、志渡さつき　努力賞／
「保育士体験を通して」（豊原小）奥山沙織、中西晴香、
望月香里、「児童書についての一考察」（豊原小）阿
部原野、「ゴミについて」（上風連小）田辺野奈
［総合］優勝／別海中央小、２位／中春別小、３位／
豊原小
中学校の部
［個人］最優秀賞／「住みよい街を考えて～西春別を
考える～」（上西春別中）蝦名千鶴、菊池希染美、大
内未穂、合田有希、鈴木彩、山本めぐみ　優秀賞／
「記録を伸ばすために～陸上競技の記録と体力との
関係～」（上春別中）阿部和也、川端郁弥、坂脇光、
「低カロリーでおいしいおやつ」（上春別中）伊藤亜
未、大竹美記枝、佐藤由希絵　努力賞／「味覚大追
求Y」（別海中）吉田智美、平野ゆりか、地吹千里、
清水里佳子、「植物の観察」（上西春別中）佃渓輔、
大内佑輝　［総合］優勝／上西春別中、２位／上春
別中、３位／別海中　　

第32回古本市のお知らせ
◯と　き／11月25日（土）

午前10時～午後４時
◯ところ／図書館エントランスホール

主催／読書サークル東雲
皆さんから提供され

た本を安価で販売し、
その収益金で図書館に
新しい本を寄贈します。
色々なジャンルの本

がたくさんあります。
多くの方のご来場をお
待ちしています。

布の絵本30作目は
「なかよしいっしょ

こぶたちゃん」
このほど図書館に、「手作り布

絵本サークルたんぽぽ」の皆さ

んから30作目の布絵本「なかよしいっしょこぶたち
ゃん」が寄贈されました。
この絵本は、こぶたちゃんが、なかよしのこいぬ

ちゃんたちと歌をうたったり、歯みがきしたり、楽
しい布絵本です。
他にも、しかけの布絵本など楽しい布絵本がたく

さんありますのでご覧下さい。

臨時休館のお知らせ
毎年１回行っている蔵書点検のため、下記のとお

り休館いたします。皆様には大変ご迷惑をおかけい
たしますがどうかご了承下さい。
なお、休館中は次のことにご協力下さい。

¡本の返却は、玄関横の返却ポストをご利用下さい。
¡期限を過ぎて返却していない本がありましたら、
できるだけ早くお返し下さい。

◯休館期間／11月13日（月）～20日（月）
◯内　　容／図書館の貸し出し、はくちょう号の巡

回を休みます。
東・西公民館では、通常どおり貸し出しいたします。

奥行臼駅逓祭「写生会」
今年で10回目となる奥行臼駅逓祭を９月10日（日）に開催しましたが、その行事の中で「奥行臼駅逓写生会」

が行われ、駅逓を題材とした作品の中から３名の児童が入賞いたしました。
¡別海町教育委員会教育長賞／庄崎　沙耶（別海中央小４年）
¡別海町文化財保護審議会会長賞／池田みなみ（別海中央小２年）
¡努力賞／庄崎　　駿（別海中央小１年）

なお、応募作品を次のとおり展示しております。（11月１日～12日　中央公民館ロビー）

図書館
通信



チ� ビ� ッ� コ�

※10月17日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

11月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務係  1５ー2311（内線201）�

11

岡元　春唯くん�
（栄治）�

三宮　功輔くん�
（貴史）�

こうすけ�か ず い �

小林　真彩ちゃん�
（政幸）�

佐藤　亜勇くん�
（勇）�

あ　む�ま  あや�

阿部　　駿くん�
（正博）�

内藤　圭哉くん�
（義孝）�

けい  や�しゅん�

　　　　　小児神経外来�

11月10日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

11月13日c～11月14日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　新谷　朋子医師�

11月27日b～11月28日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

11月９日e～11月10日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

11月24日f午前・午後         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�
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12月の保健業務予定�
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み　き� あ や み   

佐藤　美稀ちゃん�
（健二）�

新井田綺光ちゃん�
（隆一）�

ひ　な　た� れい�

中　日向多くん�
（文恵）�

沓澤　　玲ちゃん�
（宣幸）�

ゆう  か� たかひで�

酒井　優歌ちゃん�
（綾）�

笠間　崇秀くん�
（明浩）�

る　な� ふう  ま�

中村　瑠菜ちゃん�
（勝彦）�

小林　風馬くん�
（辰司）�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

１�

〃�

４�

〃�

５�

〃�

〃�

〃�

６�

７�

〃�

〃�

８�

12�

〃�

13�

14�

18�

19�

20�

〃�

〃�

21�

〃�

22�

〃�

25�

26

金�

〃�

月�

〃�

火�

〃�

〃�

〃�

水�

木�

〃�

〃�

金�

火�

〃�

水�

木�

月�

火�

水�

〃�

〃�

木�

〃�

金�

〃�

月�

火�

11：00～14：00�

11：00～14：00�

10：00～14：30�

10：00～16：00�

10：00～11：30�

10：00～11：30�

10：00～14：00�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

10：30～12：00�

11：00～14：00�

12：30～13：00�

11：00～14：00�

12：30～13：00�

13：00～15：00�
16：00～17：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

10：00～16：00�

13：00～16：00�

９：30～11：00�

13：00～15：00�

13：00～15：00�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

12：30～13：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30�

10：00～12：00�

10：00～12：00�

11：00～12：30

東 公 民 館�

西 公 民 館�

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

中 西 別 福 祉 館 �

町民保健センター�

母子健康センター�

東 公 民 館�

母子健康センター�

団 地 セ ン タ ー�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

上春別地域センター�

尾岱沼元出張所�

西春別地域センター�

西春別ふれあいセンター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

上春別地域センター�

本別海地域センター�

母子健康センター�

野 付 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�

乳 幼 児 相 談�

地 区 健 康 相 談 �

乳 幼 児 相 談�

地 区 健 康 相 談 �

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

母 親 教 室�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

中 春 別 地 区�
食生活改善講座�

４ ヵ 月 健 診�

別 海 農 協 地 区�
食生活改善講座�

１ 才 半 健 診 �

母 親 教 室 �

1才3ヵ月歯磨き教室�

３ 才 児 健 診 �

地 区 健 康 相 談 �

地 区 健 康 相 談 �

フ ッ 素 塗 布 �

地 区 健 康 相 談 �

地 区 健 康 相 談 �

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

地 区 健 康 相 談 �

地 区 健 康 相 談 �

母 親 教 室 �
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町
教
育
委
員
会
で
は
、平
成
十
三
年

四
月
に
小
学
校
へ
新
入
学
す
る
児
童
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
次
の
と
お
り
百
七
十

人
が
該
当
と
な
っ
て
い
ま
す
。該
当
す

る
児
童
は
、平
成
六
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
で
す
。町
内
に
住
ん
で
い
て
も
、

住
民
登
録
を
し
て
い
な
か
っ
た
り
住
民

登
録
を
し
て
も
実
際
に
そ
の
地
域
に
住

ん
で
い
な
い
と
い
う
方
な
ど
は
、名
簿

か
ら
も
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
教

育
委
員
会
学
校
教
育
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。太
字
は
通
学
校
名
、（
　
）

内
は
保
護
者
名
で
す
。�

�

別
海
小
学
校
＝
十
名
　
角
谷
麻
衣（
正
次
）

北
島
果
歩（
勝
広
）木
村
悠
希（
忍
）小
板

慶
太
朗（
英
二
）佐
藤
銀
次（
巌
）中
田
葵

（
幸
英
）永
洞
啓（
宰
）平
尾
仁
菜（
円
樹
）

福
原
直
輝（
秀
則
）宮
川
姫
名（
右
文
）�

野
付
小
学
校
＝
十
九
名
　
安
達
儀
樹（
朋

子
）小
川
波
留
希（
幸
弘
）方
波
見
拓（
悟
）

楠
拳（
浩
）小
崎
竜
矢（
誠
）齋
藤
未
季（
　

一
）佐
藤
莉
帆（
輝
一
）新
濱
伊
吹（
憲
一
）

新
濱
優
太（
聖
勝
）高
木
陽
介（
繁
雄
）瀧

尾
卓
也（
晋
二
）戸
田
未
来（
博
之
）長
崎

力
也（
正
一
）平
賀
由
姫（
仁
）干
場
華
恵

（
富
夫
）村
山
隼
哉（
英
雄
）村
山
友
太（
利

昭
）村
山
百
合
加（
一
紀
）村
山
由
樹（
睦

子
）�

中
春
別
小
学
校
＝
七
名
　
出
田
有
花
里

（
司
）柴
田
颯
哉（
義
彰
）杉
谷
亮
太（
篤
美
）

田
中
翔
也（
幸
夫
）土
田
晃
平（
旭
）平
井

千
香
子（
一
也
）平
澤
麻
美（
身
和
子
）�

豊
原
小
学
校
＝
二
名
　
佐
藤
静
佳（
孝
徳
）

森
南
穂（
正
一
）�

美
原
小
学
校
＝
五
名
　
西
川
寛
樹（
寛
稔
）

西
原
英
里（
浩
）西
原
康
陽（
浩
）久
末
健

瑠（
敏
幸
）山
崎
友
萌（
浩
二
）�

別
海
中
央
小
学
校
＝
五
十
二
名
　
阿
部

大
祐（
範
行
）荒
川
和
基（
満
男
）石
渡
蒼

梨（
一
人
）泉
秀
法（
妙
子
）伊
藤
聖
華（
將

智
）内
田
大
輔（
弘
司
）内
山
由
佳
子（
宏
）

榎
本
莉
穂（
健
）大
石
菜
津
美（
勝
男
）大

久
保
和
希（
譲
己
地
）大
橋
悠
也（
学
）岡

本
大（
浩
一
）小
倉
彩（
初
美
）小
野
杏
梨

（
武
史
）小
野
寺
志
保（
正
一
）貝
原
憂
樹

（
英
樹
）木
下
将
太（
順
子
）玄
み
ず
ほ（
一

美
）小
林
澪
奈（
忠
之
）近
内
大
祐（
光
明
）

斎
藤
秀
樹（
利
秀
）坂
野
下
天
斗（
正
司
）

宍
戸
篤（
登
）宍
戸
悠
伍（
恒
男
）下
村
果

歩（
清
勝
）新
堀
千
夏（
光
行
）鈴
木
岳
拓

（
浩
）関
川
北
斗（
勝
己
）高
橋
耕
生（
克
彦
）

田
渕
祐
哉（
美
紀
）田
保
隆
博（
博
幸
）田

村
亜
実（
勝
）鶴
田
大（
幸
三
）寺
井
雅
望

（
範
男
）長
尾
美
月（
富
博
）中
原
大
将（
哲
）

濱
岡
紅
瑠
美（
政
治
）林
優
貴（
哲
夫
）林

幸
奈（
幸
義
）樋
野
め
も
り（
悦
夫
）福
本

楓（
幸
男
）藤
田
香
織（
由
乃
）松
木
麗
樹

（
吉
孝
）村
井
偉（
正
彦
）村
上
咲
希（
直
紀
）

百
刈
慎（
康
裕
）山
口
大
喜（
寿
）山
田
紗

矢
佳（
誠
司
）山
田
亮
輔（
年
成
）渡
邊
と

も
み（
弘
幸
）渡
曾
真
希（
泰
二
）根
本
悠

平（
渉
）�

上
風
連
小
学
校
＝
四
名
　
大
竹
剛
平（
敏

文
）信
田
裕
司（
洋
司
）井
上
勇
春（
正
春
）

櫻
本
大
志（
修
）�

中
西
別
小
学
校
＝
十
名
　
菊
池
圭
佑（
了

子
）更
屋
啓
太（
雅
彦
）瀬
下
玲
奈（
宏
道
）

百
々
み
さ
き（
寿
夫
）丹
羽
広
和（
義
広
）

羽
石
麗
奈（
勝
幸
）藤
井
翔
太（
実
）目
黒

侑
介（
久
光
）坂
野
下
拓
哉（
浩
和
）坂
野

下
舞
奈（
貴
志
）�

上
春
別
小
学
校
＝
九
名
　
荒
井
菜
緒（
浩

一
）石
井
彩
華（
省
浩
）大
田
聖
真（
勝
司
）

小
野
裕
太（
裕
）金
川
桜（
誠
）唐
澤
恵
理

（
琢
雄
）佐
々
木
幹
基（
実
）佐
野
雅
哉（
勇
）

山
崎
大
輔（
晋
）�

上
西
春
別
小
学
校
＝
四
十
名
　
相
澤
広

大（
好
広
）赤
池
有
紀（
雅
三
）石
丸
美
咲

（
浩
三
）石
山
友
梨（
透
）岩
井
浩
輝（
優
子
）

岩
井
優
勝（
優
子
）大
内
建
人（
勝
幸
）大

塚
悠
平（
雪
男
）笠
間
遥
稀（
明
浩
）鎌
田

み
さ
と（
尚
樹
）川
越
龍（
直
也
）川
嶋
辰

季（
俊
範
）川
瀬
愛（
稚
史
）木
下
智
大（
伸

雄
）合
田
澪（
教
之
）小
久
保
ち
ほ（
正
弘
）

今
野
吏
奈（
学
）佐
藤
え
り（
昌
一
）佐
藤

隆
司（
義
一
）鈴
木
悠（
浩
）住
友
夢
華（
一

雅
）清
野
拓
哉（
正
倫
）泰
地
夏
美（
達
彦
）

竹
崎
堅
太（
修
一
）玉
城
大
輝（
建
）綱
川

佳
奈（
和
男
）西
村
奈

（々
勝
敏
）二
瓶
綾

香（
義
則
）深
川
早
紀（
淳
一
）古
里
潤
樹

（
樹
利
）前
田
啓
成（
恭
一
）水
沼
葉
月（
茂
）

南
佑
磨（
武
宏
）村
上
萌（
政
道
）本
山
美

里（
浩
徳
）森
田
直
斗（
雅
浩
）山
口
真
夏

（
真
一
）山
崎
育
美（
仁
）渡
邊
貴
章（
忠
良
）

渡
部
美
月（
健
一
）�

光
進
小
学
校
＝
三
名
　
江
崎
志
帆（
真
澄
）

小
山
裕
輝（
英
一
）野
々
山
一
路（
寿
夫
）�

西
春
別
小
学
校
＝
九
名
　
内
田
良
平（
一
）

北
山
誉
悠（
敏
之
）熊
生
陵
吾（
一
利
）昆

野
夕
那（
光
）立
花
聖
万（
隆
）　
木
実（
孝

行
）戸
川
銀
太（
　
二
）細
江
尚
輝（
忠
敏
）

元
山
尚
也（
仁
）�

�  

連
絡
先
／
別
海
町
教
育
委
員
会�

　  

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係�

　  

1
５
―
２
１
１
１（
内
線
４
１
０
）�

平成13年度�
　　入学児童�170人�

おめでとう�
新１年生�
おめでとう�
新１年生�
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平
成
十
三
年（
第
五
十
三
回
）別
海
町

成
人
式
は
、来
年
一
月
七
日（
日
）午
後

一
時
三
十
分
か
ら
別
海
町
中
央
公
民
館

で
、挙
行
さ
れ
ま
す
。町
教
育
委
員
会
で

は
九
月
末
現
在
で
住
民
登
録
に
よ
り
調

査
し
た
結
果
、次
の
と
お
り
百
六
十
名

が
該
当
し
て
い
ま
す
。�

【
対
象
者
】�

一
、昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方�

二
、別
海
町
居
住
者�

三
、町
外
転
出
者
の
う
ち
、冬
休
み
等
で

帰
省
し
、当
日
成
人
式
に
出
席
す
る
方
。�

　
記
載
漏
れ
及
び
参
加
希
望
の
方
は
、

十
一
月
十
日（
金
）ま
で
別
海
町
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
少
年
教
育
係（
1
５

―
２
１
１
１
・
内
線
４
１
５
）に
ご
連
絡

下
さ
い
。　
　
　
　�

　
な
お
、対
象
者
の
皆
さ
ん
に
は
、後
日

改
め
て
案
内
文
書
を
発
送
致
し
ま
す
。�

�

別
海
＝
大
西
廣
和
、佐
藤
敏
之
、齋
藤
真

美
、藤
原
美
紀
、松
本
貴
博
、松
本
英
基
、

目
黒
宏
明
、澁
谷
晃
子
、清
水
達
也
、小

泉
和
広
、小
久
保
実
香
、坂
下
祐
之
、佐

藤
貴
也
、塩
崎
寿
春
、新
堀
洋
子
、高
玉
亮
、

高
橋
始
也
、馬
場
小
百
合
、伊
藤
亜
弥
子
、

小
椋
伸
二
、木
村
卓
也
、田
渕
政
彦
、渡

部
い
づ
み
、浦
部
真
由
美
、及
川
真
哉
、

笠
島
光
代
、川
瀬
真
利
亜
、鈴
木
健
之
、

戸
澤
陽
子
、根
本
圭
、番
屋
早
苗
、村
上

は
る
か
、吉
田
千
春
、岡
部
夏
子
、渡
曾
亮
、

五
十
嵐
亮
太
、井
出
信
、大
野
俊
明
、木

村
知
香
、高
村
英
史
、富
永
雅
人
、廣
木

申
悟
、稲
垣
和
也
、及
川
恵
佑
、大
塚
英
二
、

大
堀
裕
一
、小
野
寺
友
晴
、葛
西
秀
樹
、

木
戸
美
奈
子
、後
藤
稔
、坂
本
京
子
、阪

本
裕
治
、志
度
主
、清
水
か
お
り
、清
尾

沙
耶
香
、竹
林
利
史
、東
海
一
城
、長
谷

川
素
子
、林
真
二
、山
田
拓
海
、米
川
泰
弘
、

近
内
知
佳�

中
西
別
＝
佐
藤
綾
乃
、岩
崎
篤
哉
、西
牧

健
、民
部
和
也
、渡
部
由
美
、小
林
晴
香�

奥
行
＝
小
西
徹
平
、平
沢
京
子�

本
別
海
＝
佐
藤
亜
由
美
、宮
川
良
太�

中
春
別
＝
小
林
亮
平
、猿
谷
浩
和
、白
金

真
樹
子
、千
葉
悟
、中
村
勉
、山
田
亜
矢
子
、

阿
部
は
る
奈
、小
笠
原
郁
恵
、留
目
晶
子
、

江
口
誠
、久
末
成
人
、伏
見
亜
沙
子�

豊
原
＝
岡
崎
恵
美
、藤
崎
友
絵
、門
間
尚

美�

美
原
＝
高
野
ひ
と
み�

大
成
＝
小
川
真
利
子
、保
田
由
香
里�

本
別
＝
北
野
光
栄
、長
尾
丈
太
郎
、元
木

宏
美�

西
春
別
＝
　
田
千
春
、阿
部
真
也
、石
谷

幸
彦
、伊
東
毅
、大
谷
一
矢
、片
岡
秀
彰
、

金
澤
達
也
、金
本
剛
、加
茂
貴
之
、小
島

友
也
、小
林
司
、近
藤
基
貴
、佐
々
木
卓
真
、

佐
藤
利
博
、佐
藤
悠
、佐
藤
真
子
、高
根

健
次
、多
田
早
也
日
、鶴
岡
真
吾
、富
田

康
隆
、中
塚
直
貴
、深
瀬
誠
、町
屋
勝
、湊

川
加
奈
子
、森
谷
一
成
、山
本
美
幸
、吉

田
晶
子
、吉
田
慎
吾
、渡
部
義
教
、和
田

山
倫
章
、関
本
亘
、赤
堀
歩�

西
春
別
駅
前
＝
瀧
場
紀
美
、林
い
ず
み
、

矢
口
真
也
、山
崎
可
菜
実
、米
倉
智
也
、

清
野
恵
、山
本
峰
雪
、涌
泉
裕
美
、芦
田

城
彰
、福
永
育
美
、室
屋
牧
子
、吉
田
梨

恵�泉
川
＝
佐
藤
優
、日
向
美
香�

上
春
別
＝
上
石
敏
彦
、金
谷
陽
子
、藤
本

新
司
、横
山
啓
介
、森
田
尚
寛
、廣
木
里

架�尾
岱
沼
＝
上
林
勉
、上
林
優
希
、武
田
大
、

内
藤
忠
信
、小
崎
愛
香
、佐
々
木
美
幸
、

寺
澤
啓
史
、戸
田
真
里
恵
、山
口
元
気
、

山
村
有
希
、安
達
由
美
、池
田
俊
景
、石

丸
由
香
里
、村
山
美
幸
、大
川
早
苗�

上
風
連
＝
鈴
木
正
史�

床
丹
＝
菅
原
愛�

おめでとう�
　平成13年の新成人� 92名�男性� 68名�女性�

（平成12年撮影）�
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平
成
十
二
年
度

「
別
海
町
生
涯
学
習
大
学
」
開
設

本
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
本
大

学
を
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
十
二
月
十

日
ま
で
の
間
、
八
日
間
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
館
で
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
楽
集

・

・

し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
受
講
料
／
無
料
　
ど
の
日
で
も
自
由

に
受
講
で
き
ま
す
。

◯
対
象
者
／
農
業
従
事
者
（
学
生
）
及

び
一
般
の
方
（
聴
講
生
）

◯
受
講
内
容
／
福
祉
、
健
康
、
自
然
環

境
、
料
理
、
欧
州
酪
農
研
修
報
告
、
農

業
文
学
、
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
、
ビ
デ
オ

の
撮
り
方
等
を
予
定

※
日
程
及
び
内
容
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
申
し
込
み
の
必
要
な
科
目
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

生
涯
学
習
推
進
室
（
1
５
―
１
１
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
１
１
９
３
）

「
別
海
町
生
涯
学
習
講
演
会
」

元
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
小

林
完
吾
さ
ん
」
を
迎
え
て
「
別
海
町
生

涯
学
習
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ
／
「
明
日
か
ら
の
自
分
の
た

め
に
〜
脳
出
血
体
験
か
ら
〜
」

○
日
時
／
十
二
月
十
七
日
（
日
）
午
後

一
時
〜
二
時
三
十
分
ま
で

○
場
所
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

○
入
場
料
／
無
料

◯
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
神
奈
川
県

鎌
倉
市
生
ま
れ
。
昭
和
三
十
八
年
日
本

テ
レ
ビ
入
社
、
看
板
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

な
る
。
平
成
四
年
定
年
退
職
。
埼
玉
県

入
間
市
に
「
オ
フ
ィ
ス
こ
ば
や
し
」
を

設
立
し
、
音
楽
番
組
の
司
会
な
ど
フ
リ

ー
で
活
躍
中
。
長
男
を
亡
く
し
、
自
ら

も
病
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
体
験
を
も

と
に
講
演
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

生
涯
学
習
推
進
室
（
1
５
―
１
１
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
１
１
９
３
）

聞
こ
え
ま
す
か
？

こ
ど
も
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

子
ど
も
へ
の
虐
待
が
増
え
て
い
ま
す
。

親
の
虐
待
に
よ
っ
て
尊
い
命
が
奪
わ
れ

る
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
が
つ
い
た
ら
虐

待
が
疑
わ
れ
ま
す
。

¡

た
た
く
音
や
叫
び
声
が
聞
こ
え
る

¡

不
自
然
な
傷
が
多
い

¡

服
装
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚
れ
て

い
る

¡

小
さ
な
子
供
を
置
い
て
い
つ
も
外
出

し
て
い
る

ぜ
ひ
最
寄
り
の
児
童
相
談
所
・
児
童

委
員
・
町
役
場
に
早
め
に
ご
連
絡
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。「
虐
待
で
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」
と
不
安
を
感
じ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
は
虐
待
か

ら
守
ら
れ
る
権
利
が
あ
る
の
で
す
。（
子

ど
も
権
利
条
約
十
九
条
）。

児
童
相
談
所
で
は
、
専
門
職
員
の
調

査
、
指
導
を
行
い
、
必
要
な
場
合
は
子

ど
も
を
緊
急
に
保
護
し
た
り
、
施
設
に

入
所
さ
せ
た
り
し
ま
す
。
連
絡
を
い
た

だ
い
た
方
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

連
絡
先
／
釧
路
児
童
相
談
所

（
1
０
１
５
４
―
２
３
―
７
１
４
７
）

問
い
合
わ
せ
／
児
童
福
祉
係

（
内
線
２
８
６
）

移
動
「
心
配
ご
と
相
談
所
」開設

別
海
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次

の
日
程
で
移
動
相
談
所
を
開
設
い
た
し

ま
す
の
で
、
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
を

抱
え
て
い
る
方
、
相
談
員
が
い
ろ
い
ろ

な
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。（
あ
な
た
の
秘
密
や
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
）

○
期
日
／
十
一
月
十
四
日
（
火
）

午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分

場
所
／
西
公
民
館
和
室

○
期
日
／
十
一
月
二
十
七
日
（
月
）

午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分

場
所
／
上
風
連
地
域
セ
ン
タ
ー
和
室

○
期
日
／
十
二
月
四
日
（
月
）

午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分

場
所
／
東
公
民
館
和
室

○
期
日
／
十
二
月
十
二
日
（
火
）

午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分

場
所
／
上
春
別
地
域
セ
ン
タ
ー
和
室

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

心
配
ご
と
相
談
所
（
1
５
―
２
１
４
８
）

別
海
町
商
工
会

女
性
部
か
ら
の
お
願
い

私
た
ち
商
工
会
女
性
部
は
、
環
境
と

資
源
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
、
来
年
か

ら
実
施
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
た

め
に
、
買
い
物
袋
の

持
参
、
生
ゴ
ミ
対
策

な
ど
ゴ
ミ
の
減
量
促

進
に
関
す
る
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

知
人
、
友
人
へ
の

贈
答
品
の
過
剰
な
包

装
は
、
い
た
だ
い
て

も
（
ゴ
ミ
）
と
な
る

包
装
紙
で
す
。

私
た
ち
の
作
っ
た

簡
易
包
装
ス
テ
ッ
カ

ー
で
ゴ
ミ
を
減
ら
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

別
海
町
に
ふ
さ
わ

し
い
五
種
類
の
絵
柄

に
し
て
み
ま
し
た
。

是
非
、
お
会
計
の
と

き
に
「
簡
易
包
装
で
」

と
一
言
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す

こ
の
期
間
中
、
次
の
日
程
で
「
特
設

人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

内
容
は
、「
夫
婦
、
親
子
、
金
銭
貸
借
、

不
動
産
、
相
続
、
借
地
借
家
、
い
じ
め
、

体
罰
、
名
誉
信
用
、
そ
の
他
心
配
ご
と
」

な
ど
で
す
。
費
用
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
相
談

相
手
で
す

○
日
時
／
十
二
月
七
日
（
木
）
午
後
一

時
〜
四
時
ま
で

○
場
所
／
中
央
公
民
館

○
相
談
担
当
者
／
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
地
方
法
務
局
根
室

支
局
（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
４
８
７

４
）ご

ぞ
ん
じ
で
す
か検察

審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
検
察
審
査
会
事
務

局
（
1
０
１
５
４
―
４
１
―
４
１
７
１
）

十
一
月
十
日
は
技
能
の
日
で
す

国
が
技
能
と
知
識
を
検
定
し
、
そ
の

合
格
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
が
「
技

能
士
」
の
称
号
で
す
。
十
一
月
十
日
は

「
技
能
の
日
」
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
「
良
い
商
品
、
よ
い
仕
事
」

を
合
言
葉
に
技
能
の
研
さ
ん
に
努
め
て

い
る
技
能
士
の
こ
と
を
知
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

技
能
士
の
事
務
所
や
自
宅
に
は
、
技

能
士
の
掲
示
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
相
談
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
（
社
）
北
海
道
技
能
士

会
（
1
０
１
１
―
６
４
３
―
４
８
４
５
）

「あなたの北海道遺産」への思いを
お寄せください

道内にある様々な財産を道民一人ひとりの思いや感性で掘り起こ
し、北海道遺産として守り育て、次の世代に引き継いでいくことを
通じて、魅力的な地域づくりを進める運動です。
昨年は１万３千件以上の応募が寄せられ、今年は「あなたが考え

る北海道遺産」への思いやエピソード、活用のアイデアなどを募集
しています。
○応募期間／12月28日（木）まで
○応募方法／あなたの住所・氏名・電話番号・あなたの考える「北
海道遺産」・所在地、それにまつわる思いやエピソード、活用の方
法などを記入し、封書・はがき・ファックス・Ｅメール・持参のい
ずれかの方法でお寄せください。複数応募可。
○問い合わせ・応募先／〒０６０－８５８８　札幌市中央区北３条
西６丁目　北海道総合企画部地域振興室地域政策課（1０１１－２
３１－４１１１内線２３－４６６～２３－４６９　ＦＡＸ０１１－
２３２－１０５３）
Ｅメール：chisei.tiikis＠pref.hokkaido.jp または、最寄りの支庁の

地域政策部地域政策課（郵送、持参）でも承ります。

かんきょうまつり

ねむろエコハーモニーinらうす
身近なとこから環境問題について考えよう

11月19日（日）10時45分～
羅臼公民館・体育館

会場では、シマフクロウの専門家、山本純郎さんの講演、環境活動の
事例発表、アニメ映画「ターザン」の上映（無料）、フリーマーケット、
子犬・子猫の飼い主探し、牛乳パックとトイレットペーパーの交換会、
紙すき、ネイチャーゲーム、巣箱づくり教室など、盛りたくさんな催し
を行っています。
問い合わせ／ねむろエコハーモニー実行委員会
事務局　根室支庁環境生活課環境保全係
（1０１５３２ ３－６１３１内線２９７１・２９７２）

超�
初心者�
限定�

パソコン講習会のお知らせ�パソコン講習会のお知らせ�
パソコンの電源の入れ方から始めるパソコン�
初心者の講習会を下記の日程で行います。�
ぜひ参加してください。�

◯内容／超初心者（マウスに触れたことのない方対象）�
　　　　¡コンピューターの簡単なしくみ　¡コンピューターが動かない�
　　　　¡マウスで絵を描いてみよう　　　¡マウスでインターネット�
◯時間／１時間30分程度　◯日時／11月26日a Ａ－15：00～  Ｂ－19：00～
◯定員／各コース16名　◯参加料／500円　◯場所／マルチメディア館�
◯締切／11月24日fまで�
◯問い合わせ・申し込み／マルチメディア館　TEL 5-1191、FAX 5-1193�
　　主催／チャメス�
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おめでた・おくやみ�
（９月１日から９月30日届出分まで）�

　　　　　　　　お誕生おめでとう�

　　　　　　　　　　　 （保護者）�

　u角谷　正人ちゃん（男）正　次（走　古　丹）�

　u秋山真里奈ちゃん（女）隆　彦（別　　　海）�

　u村上　南海ちゃん（女）一　治（西　春　別）�

　u穴吹　大志ちゃん（男）　威　（別　　　海）�

　u阿部　瑠那ちゃん（女）洋　一（上　春　別）�

　u瀬下　めいちゃん（女）光　起（上　風　連）�

　u加藤　百音ちゃん（女）泰　和（別　　　海）�

　u宍戸　颯太ちゃん（男）威　之（別　　　海）�

　u村山　祐介ちゃん（男）　清　（上　春　別）�

　u末　　聡太ちゃん（男）知　也（別　　　海）�

　　　　　　　　ご結婚おめでとう�

　u竹内　　亘・人羅　　京さん　（別　　　海）�

　u村上　宗義・五十嵐ゆかさん　（大　　　成）�

　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�

　s秋森　沙織さん　（２０歳）　（別　　　海）�

　s戸田たみゑさん　（８３歳）　（尾　岱　沼）�

　s富田　辰郎さん　（７２歳）　（西　春　別）�

　s幅口　イトさん　（８２歳）　（別　　　海）�

　s目黒　武雄さん　（９１歳）　（別　　　海）�

　s千葉タキ子さん　（６６歳）　（中　春　別）�

　s　本　秀bさん　（７２歳）　（別　　　海）�

　s小田　一雄さん　（７６歳）　（別　　　海）�

　s安達　紀　さん　（５９歳）　（尾　岱　沼）�

　s八木フジノさん　（１０３歳）　（中　春　別）�

　s勝山　為勝さん　（９２歳）　（尾　岱　沼）�

　s松田ハツミさん　（７９歳）　（別　　　海）�

　s谷　　三郎さん　（８１歳）　（泉　　　川）�

　s津田　ハナさん　（８４歳）　（尾　岱　沼）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

平
成
十
三
年
用

お
年
玉
付
年
賀
葉
書
発
売
中

郵
便
局
で
は
、
平
成
十
三
年
用
お
年

玉
年
賀
葉
書
を
十
一
月
一
日
よ
り
発
売

し
て
お
り
ま
す
。
寄
付
金
な
し
の
無
地
、

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
（
五
十
円
）
の
ほ

か
、
裏
面
に
お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
絵

柄
を
印
刷
し
た
寄
付
（
五
十
五
円
）
が

五
種
類
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
の
心
の
こ

も
っ
た
ご
挨
拶
用
に
お
早
目
に
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

万
一
の
場
合
に
備
え
て
終
身
保
険
を

郵
便
局
の
終
身
保
険
は
一
生
、
保
障

が
続
く
保
険
で
す
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
、
次
の
三
種
類
が
ご
ざ
い

ま
す
。

¡

な
が
い
き
く
ん
（
普
通
終
身
保
険
）

被
保
険
者
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
に
の

み
保
険
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

¡

な
が
い
き
く
ん
﹇
お
た
の
し
み
型
﹈

（
特
別
終
身
保
険
）

被
保
険
者
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
に
保

険
金
を
お
支
払
い
す
る
ほ
か
、
保
険
料

払
込
期
間
が
満
了
し
た
と
き
、
及
び
そ

の
五
年
後
、
十
年
後
、
十
五
年
後
の
合

計
四
回
、
一
時
金
（
生
存
保
険
金
）
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

¡

シ
ル
バ
ー
保
険
（
介
護
保
険
金
付
終

身
保
険
）

被
保
険
者
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
に
保

険
金
を
お
支
払
い
す
る
ほ
か
、
寝
た
き

り
な
ど
の
介
護
を
要
す
る
状
態
が
一
定

期
間
継
続
し
た
場
合
に
、
介
護
保
険
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

柏
の
実
学
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

柏
の
実
学
園
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
の
作
業
と
し
て
、
空
き
缶
リ
サ
イ
ク

ル
を
始
め
ま
す
。
ご
家
庭
や
職
場
で
、

ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
等
の
空
き
缶
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
柏
の
実
学
園
ま
で
お
持

ち
下
さ
い
。

○
回
収
品
／
空
き
缶
（
ア
ル
ミ
、
ス
チ

ー
ル
）

○
連
絡
先
／
柏
の
実
学
園
（
1
９
―
５

１
１
１
）
担
当
者
　
中
田
・
村
上

平
成
十
三
年
度
学
生
募
集

電
気
工
学
科
・
建
築
科
・
機
械
科
の

学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
出
願
期

間
は
、
新
規
学
卒
者
は
、
平
成
十
二
年

十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
、

過
年
度
卒
者
・
離
転
職
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十

三
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
授
業

料
は
無
料
で
す
が
、
工
具
な
ど
の
経
費

が
か
か
り
ま
す
。（
性
別
問
わ
ず
）

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
立
釧
路
高
等
技

術
専
門
学
院

（
1
０
１
５
４
―
５
７
―
８
０
１
２
）

個
人
事
業
税
の
第
二
期
納
期
限
は
　

十
一
月
三
十
日

平
成
十
二
年
度
の
納
税
通
知
書
は
第

一
期
分
と
併
せ
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
る
方
は
、
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
税
務
課
課
税

係
（
1
０
１
５
３
２
―
４
―
５
４
４
０

税
務
課
直
通
）

自
衛
隊
生
徒
を
募
集

資
格
／
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

し
て
い
る
者
で
、
平
成
十
三
年
四
月
一

日
現
在
に
お
い
て
十
五
歳
以
上
十
七
歳

未
満
の
男
子

試
験
日
／
平
成
十
三
年
一
月
七
日
（
日
）

募
集
期
間
／
平
成
十
三
年
一
月
五
日

（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
自
衛
隊
帯
広
地
方
連
絡

部
中
標
津
募
集
事
務
所1

２
―
０
１
２
０
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◆
今
年
は
秋
に
な
っ
て
か
ら
暖
か
い
日

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
朝
・

晩
の
冷
え
込
み
も
身
体
に
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
め
に

は
、
健
康
管
理
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

▽
国
勢
調
査
の
実
施
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
町
民
の
皆
様
に
は
調
査
に
対
し
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
各
種
統
計
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
調
査
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▽
道
内
各

地
で
は
、
雪
の
便
り
が
伝
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
皆
様
方
は
冬
支
度
の
準
備

は
お
済
み
で
す
か
。
早
め
に
冬
タ
イ
ヤ

に
交
換
す
る
な
ど
し
て
余
裕
を
も
っ
て

冬
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
道
路
状
況
が
変

化
し
や
す
い
時
季
で
す
。
交
通
事
故
に

は
十
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

（
Ｋ
）

◆
気
が
動
転
す
れ
ば
、
頭
が
回
ら
な
く

な
る
。
ま
た
大
地
震
が
起
き
た
ら
う
ま

く
対
処
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
地
震
が
発

生
し
や
す
い
根
室
地
域
は
訓
練
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
根
室
管
内
合
同
の
防

災
訓
練
は
良
い
経
験
に
な
っ
た
は
ず
。

地
震
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
火
事
に
な

っ
た
と
き
も
す
ぐ
に
大
事
な
物
を
持
っ

て
避
難
で
き
る
よ
う
用
意
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
。
火
事
場
の
馬
鹿
力
だ
け

で
は
す
ん
な
り
こ
と
が
運
べ
な
い
。
こ

の
力
は
頭
の
脳
の
方
に
い
っ
て
く
れ
れ

ば
と
つ
く
づ
く
思
う
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

「この程度…」�
軽い気持ちが事故を呼ぶ!!�

別海町の交通事故発生状況�
発生41件、死者４名、傷者59名�

前年同期比   （＋12）　　　  （＋２）　    　（＋17）　　 　�

（平成12年１月１日～10月25日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ・どのような場合に障害基礎年金が受けられるのです
か。
Ａ・被保険者がケガや病気によって一定の障害の状態に
該当した場合に受けられます。
一般に、障害基礎年金を受けることができるのは、加

入期間中に起きたケガや病気によって後遺症が残った場
合、その障害の程度が障害等級の１級あるいは２級に該
当する人です。また、すでに20歳前に一定の障害の状態
に該当した人は、20歳から受けることができます。さら
に、国民年金の加入終了後、60歳以上65歳未満の間に起
きたケガや病気によって障害者となった場合も受けられ
ます。
ただし、20歳前に一定の障害の状態に該当した場合を

除いて、次のいずれかの条件を満たしていなければ受け
られません。
１、初診月の前々月までの被保険者期間のうち、保険

料をおさめている期間と免除されている期間を合
わせて３分の２以上有していること。

２、初診月の前々月までの１年間に保険料を滞納して
いないこと（ただし、平成18年３月１日まで）。

年金相談所が開設されます
釧路社会保険事務所による年金相談所が開設されます。

年金について、お気軽にご相談ください。
○日時／11月28日c 13時30分～16時
○場所／役場２階会議室

社会保険事務相談所開設日
○日時／11月21日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

寄
　
付

・
別
海
町

▽
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
青
年
委
員
会
（
東
京

都
）
▽
野
付
漁
業
協
同
組
合
（
尾
岱
沼

港
町
）
▽
別
海
漁
業
協
同
組
合
（
本
別

海
）
▽
別
海
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
別
海
寿

町
）
▽
須
藤
明
さ
ん
（
尾
岱
沼
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
内
田
徳
司
さ
ん
（
別
海
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
高
橋
昭
吉
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
栄
町
）

▽
小
田
モ
モ
ヨ
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）

▽
（
有
）
○昇
わ
た
な
べ
商
店
（
西
春
別

駅
前
寿
町
）
▽
勝
山
光
江
さ
ん
（
尾
岱

沼
港
町
）
▽
安
達
多
美
子
さ
ん
（
尾
岱

沼
港
町
）
▽
山
口
鉄
雄
さ
ん
（
尾
岱
沼

岬
町
）
▽
鈴
木
一
義
さ
ん
（
上
春
別
）

▽
富
田
久
子
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
斉
藤

正
義
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
寿
町
）
▽
松

田
寅
義
さ
ん
（
別
海
）
▽
村
岡
雅
吉
さ

ん
（
西
春
別
）
▽
希
美
窯
代
表
波
田
野

幸
子
さ
ん
（
中
標
津
町
）
▽
藤
原
イ
チ

子
さ
ん（
西
春
別
駅
前
錦
町
）▽
木
工
・

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ク
ル
代
表
佐
々

木
有
子
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

郊
楽
苑
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

十
一
月
十
三
日（
月
）、
十
四
日（
火
）

の
二
日
間
は
、
館
内
給
排
水
施
設
、
温

泉
施
設
な
ど
の
定
期
点
検
の
た
め
、
臨

時
休
業
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
な
お
、
十
五
日
（
水
）
よ
り
平

常
通
り
営
業
い
た
し
ま
す
。

別
海
町
交
流
セ
ン
タ
ー
郊
楽
苑

（
1
５
―
０
７
１
１
）
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別海町ホームページ　http://www.aurens.or.jp/hp/betsukai/default.htm
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�




